
U-18 スペイン遠征活動報告



日程

2017年8月8日（火）～18日（金）

参加選手

3年生 梅木絢都 上田恭平 荒木秀太 有水亮 山田寛人
船津直輝 小林洵 齋藤遼

2年生 石尾崚雅 栗山陸 鈴木冬一 林祥太郎 中島稜斗
山口和樹 室津颯斗

1年生 奥村仁 吉馴空矢 土浦直瑠 野村天馬 折口輝樹

※赤字はGK



スケジュール

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

インチョン経由マドリードへ マドリード到着後→バレンシアへ

AMトレーニング PMトレーニング

AMトレーニング TM vs モーリタニア U-20 National Team

AMトレーニング TM vs サントス FC

AMトレーニング TM vs バレンシア CF

AMトレーニング TM vs レバンテ UD

マドリードへ移動 PMトレーニング

AMトレーニング TM vs アトレティコ・マドリード

AMトレーニング TM vs ヘタフェ CF

スペイン観光 インチョン経由関西国際空港へ
（到着は日本時間、8/18）



バスで約4時間

人口は約80万人。マドリードとバルセロナ
に次ぐ、スペイン第3の都市。

スペインの首都で、人口は約325万人。



COTIFトーナメントとは・・・

毎年、各大陸から10チームが招待されて開催される
国際ユーストーナメント。(カテゴリーはU-20)
今年は、海外からモーリタニア代表・ロシア代表・モロッコ代表・
サントス(ブラジル)。
スペインからはバレンシア・アトレティコ・マドリード・レバンテ・
セビージャなどが参加していた。







◆普段と異なる環境の中でも力を発揮できるタフさを身につける。
また、スペインの文化を経験することで、選手の成長を促す。

◆様々な相手、状況に対応できる適応力を高める。

◆チーム全体での更なるベースアップ(フィジカル・戦術)を目指す。

◆保持したボールを意図的に動かし、相手を崩す。
（プレーの質、コンビネーションの向上）

◆ボールを奪いに行く姿勢を持ちながら、コンパクトにプレーする。
（バイタルエリアを攻略されない守備）





8月10日(木)

0｛ ｝10-0
0-1

《得点》

モーリタニア U-20



8月11日(金)

2｛ ｝30-1
2-2

《得点》

9 山田 寛人
32 奥村 仁

サントス FC







8月12日(土)

3｛ ｝11-1
2-0

《得点》

2  梅木 絢都
6 荒木 秀太

19 鈴木 冬一

バレンシア CF



8月13日(日)

3｛ ｝01-0
2-0

《得点》

8 有水 亮
9 山田 寛人

35 土浦 直瑠

レバンテ UD





8月15日(火)

1｛ ｝10-0
1-1

《得点》

45 野村 天馬

アトレティコ・マドリード



8月16日(水)

1｛ ｝00-0
1-0

《得点》

9 山田 寛人

ヘタフェ CF





成果と課題

<攻撃>

〇 効果的なボール保持

・お互いを観ながらいい立ち位置を
を取れているときは複数の選手が
関わるプレーが見られた。

→コンビネーションから相手を崩す
場面が多く見られた。

→1年生がアイデアを持ちながら
プレーを表現できた。

× 個人のクオリティー

・個の突破、得点を奪う。

→フィジカル、テクニック面の向上

→個人戦術、駆け引き

→得点パターンを増やす。
シュートレンジの拡大



成果と課題

<守備>

〇 攻守の切り替え、前線からの守備

・海外のチーム相手にも通用した。

→プレッシングをすり抜けられた場
合でも素早く帰陣して、ゴールを
守る守備へと移行できた。

・海外遠征の積み上げ

→3年生は球際でも互角以上に
プレーをすることができた。

× 1対1の対応

・フィジカルコンタクト

→1年生は球際で奪いきれないなど
コンタクトの弱さが目立った。

・１ｓｔ DFの質

→1年生はアプローチのスピードを
上げると、対応しきれない場面が
目立った。強度の高い場面で
守備の綻びとなってしまった。



後半戦に向けて

◆攻守ともに、個のレベルアップを目指す

・ボールを奪う、コンタクトプレー

・個で得点を奪う、打開する
（突破、ミドルシュートなど）

・個人戦術、戦術理解

↓

個人、小グループでのトレーニングや
スペシャルな部分を伸ばすことに特化
したトレーニングを増やしていく。








